
お
盆
休
み
が
明
け
ま
し
た
。
今
週
の

２
０
日
か
ら
２
２
日
に
か
け
て
、
横
浜

で
『
第
９
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
（
Ｔ

Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
）
』
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
私

は
現
職
時
、
国
連
Ｗ
Ｆ
Ｐ
（
世
界
食
糧

計
画
）
議
連
の
事
務
局
長
を
務
め
る
ほ

か
、
実
際
に
ウ
ガ
ン
ダ
や
エ
チ
オ
ピ
ア

等
を
訪
問
し
、
ア
フ
リ
カ
と
の
関
係
構

築
に
尽
力
し
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

今
回
は
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
に
つ
い
て
解
説
し

ま
す
。

《
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
と
は
》

Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
は
１
９
９
３
年
に
日
本

が
主
導
し
始
め
た
国
際
会
議
。
ア
フ
リ

カ
の
国
々
の
発
展
を
テ
ー
マ
に
３
年
ご

と
に
開
催
。
冷
戦
が
終
了
し
、
ア
フ
リ

カ
が
国
際
社
会
か
ら
取
り
残
さ
れ
る
懸

念
が
あ
っ
た
と
き
に
、
「
良
い
統
治
、

自
助
努
力
、
改
革
」
を
ア
フ
リ
カ
に
求

め
な
が
ら
、
日
本
は
貧
困
や
持
続
的
な

経
済
成
長
の
た
め
の
積
極
的
な
支
援
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
歩
み
は
３
０

年
以
上
に
及
び
ま
す
。

《
こ
の
３
０
年
の
変
化
は
？
》

近
年
は
、
一
方
的
な
支
援
で
は
な
く
、

「
と
も
に
成
長
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と

し
て
の
関
係
強
化
が
重
視
さ
れ
、
「
人

へ
の
投
資
」
や
「
成
長
の
質
」
を
重
視

す
る
日
本
ら
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
が
目
立

つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
建
物
を
作
る

だ
け
で
な
く
、
教
育
や
医
療
に
力
を
入

れ
る
の
で
す
。

他
方
で
、
こ
の
間
に
中
国
が
大
き
く

存
在
感
を
増
し
ま
し
た
。
２
０
０
０
年

か
ら
「
中
国
ア
フ
リ
カ
協
力
フ
ォ
ー
ラ

ム
（
Ｆ
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｃ
）
」
を
始
め
、
数
十

兆
円
規
模
の
巨
額
支
援
を
発
表
し
、
一

帯
一
路
と
い
う
政
策
の
一
環
で
、
空
港

や
道
路
、
鉄
道
な
ど
の
大
型
イ
ン
フ
ラ

を
次
々
建
設
し
て
き
ま
し
た
。
私
も
ア

フ
リ
カ
を
訪
れ
た
と
き
、
空
港
や
高
速

道
路
に
中
国
の
名
が
大
き
く
書
か
れ
て

い
る
の
を
見
ま
し
た
。
具
体
的
に
言
え

ば
、
ウ
ガ
ン
ダ
の
空
港
に
着
陸
直
後
に

目
に
入
っ
た
も
の
は
、
中
国
語
で
書
か

れ
た
看
板
の
建
設
途
中
の
タ
ー
ミ
ナ
ル

ビ
ル
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
支
援
は
実
は
貸
付
、

つ
ま
り
「
借
金
」
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、

返
済
不
能
と
な
る
と
、
港
や
鉄
道
を
中

国
の
管
理
下
に
置
か
れ
て
し
ま
う
と
い

う
「
債
務
の
わ
な
」
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
で
も
ア
フ
リ
カ
諸
国
に

と
っ
て
は
中
国
の
支
援
を
打
ち
切
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
が
現
状
で
す
。

《
日
本
の
支
援
の
課
題
》

日
本
の
支
援
に
は
「
草
の
根
支
援
」

と
い
わ
れ
る
、
現
地
の
人
々
の
生
活
に

密
着
し
た
、
き
め
細
か
い
支
援
が
多
く

あ
り
ま
す
。
も
っ
と
も
、
そ
の
支
援
が

見
え
に
く
い
こ
と
は
大
き
な
課
題
で
す
。

浄
水
器
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
小
さ
な
シ
ー
ル

を
張
る
の
で
は
な
く
、
日
本
の
支
援
で

あ
る
こ
と
の
ア
ピ
ー
ル
も
必
要
で
す
。

ま
た
、
日
本
政
府
が
資
金
を
拠
出
す
る

事
業
で
あ
れ
ば
、
納
税
者
の
理
解
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

《
ア
フ
リ
カ
支
援
を
行
う
こ
と
の
意

義
》私

は
、
日
本
政
府
が
ア
フ
リ
カ
支
援

を
行
う
こ
と
は
、
「
単
な
る
バ
ラ
マ
キ

で
は
な
く
、
日
本
の
未
来
へ
の
投
資
」

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
や
保
健
医
療
、
人
材
育
成
や
ワ

ク
チ
ン
供
給
な
ど
、
日
本
が
貢
献
で
き

る
分
野
は
多
く
あ
り
ま
す
。
人
を
育
て

る
支
援
は
、
信
頼
関
係
を
深
め
る
こ
と

に
繋
が
り
、
必
ず
将
来
の
日
本
の
利
益

に
な
り
ま
す
。
日
本
と
対
極
的
で
ア
フ

リ
カ
は
人
口
が
爆
発
的
に
増
加
し
て
お

り
、
そ
の
多
く
が
若
い
世
代
で
す
。

新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
が
育
つ
チ
ャ
ン
ス

が
大
き
く
、
農
業
、
レ
ア
ア
ー
ス
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
、
協
力
で
き

る
分
野
は
無
限
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
地
で
の
成
功
は
、
日
本
の
経
済

に
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
し
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
ア
フ
リ
カ
と
の
関

係
強
化
は
、
日
本
の
将
来
的
な
総
合
安

全
保
障
に
も
直
結
す
る
の
で
す
。

今
年
の
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
の
成
功
と
、
日

本
と
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
発
展
を
祈
念
し

ま
す
。
ア
フ
リ
カ
は
日
本
に
と
っ
て
未

来
の
成
長
を
支
え
る
重
要
な
パ
ー
ト

ナ
ー
で
あ
り
、
着
実
な
支
援
と
併
せ
て

広
報
努
力
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
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《
や
ま
も
と
・
さ
こ
ん
》

愛
知
県
豊
橋
市
出
身
。
１
９
８
２
年

７
月
９
日
生
ま
れ
。
４
３
歳
。
豊
橋

南
高
校
卒
業
、
南
山
大
学
。
１
１
歳
、

レ
ー
シ
ン
グ
キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ー
ト
。

１
９
歳
、
単
身
渡
欧
。
２
４
歳
、
当

時
日
本
人
最
年
少
Ｆ
１
ド
ラ
イ
バ
ー

デ
ビ
ュ
ー
。
３
０
歳
、
帰
国
後
、
医

療
介
護
福
祉
の
世
界
に
。
医
療
法

人
・
社
会
福
祉
法
人
さ
わ
ら
び
グ

ル
ー
プ
の
統
括
本
部
長
就
任
。
２
０

１
９
年
第
２
５
回
参
議
院
議
員
通
常

選
挙
（
比
例
代
表
）
に
自
民
党
公
認

で
立
候
補
し
、
落
選
。
２
０
２
１
年

第
４
９
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
（
東

海
ブ
ロ
ッ
ク
比
例
代
表
）
に
自
民
党

公
認
で
立
候
補
し
初
当
選
。
当
選
直

後
か
ら
、
合
成
燃
料
の
国
産
化
の
必

要
性
を
訴
え
、
３
年
以
内
に
日
本
初

の
実
証
プ
ラ
ン
ト
の
稼
動
を
実
現
し

た
。
ま
た
、
２
０
２
２
年
８
月
、
初

当
選
後
一
年
に
満
た
な
い
中
、
文
部

科
学
大
臣
政
務
官
兼
復
興
大
臣
政
務

官
に
異
例
の
抜
擢
。
科
学
技
術
・
文

化
の
担
務
を
中
心
に
活
躍
。
２
０
２

４
年
第
５
０ 

回
衆
議
院
議
員
総
選

挙
に
自
民
党
比
例
代
表
で
２
期
目
に

立
候
補
す
る
も
落
選
し
現
在
に
至
る
。

英
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
を
話
す
マ
ル
チ

リ
ン
ガ
ル
。

前
衆
議
院
議
員

第
９
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議

Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
が
横
浜
で
開
催
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